
 

サマーレビュー2014 調書 

1 部局名（課

名） 企画調整部・総務部 
（企画課・行政経営課・広

聴広報課・情報政策課・文

書行政課） 
2 優先順位 特命 1

3 事項名 オープンデータの推進について 

4 目的 

オープンデータとは、行政や公的機関が蓄積した情報をだれもが自由に利用でき

るようにしたデータのことである。オープンデータを推進し、民間の知恵と技術を

活用することで市民サービス向上、さらに新たなサービスやビジネスの創出を図

る。また、地元民間企業等と協力することで、市民に使われる地元密着型のサービ

スが創出されるよう促進する。 

5 現状及び課

題 

【本市の情報公開（現状）】 
・ 人が読むことを前提としたデータ（PDF、JPEG 形式） 
・ 編集はできるが二次利用には適さないデータ（Excel、Word 形式） 
⇒活用するためには、時間･費用･手間が掛かる。 
活用されるオープンデータを推進するためには、機械判読ができる形式で、 
二次利用が可能なルールの下、データを公開することが必要 

6 政策、施策

の方向性 

【本市のオープンデータの方向性】 
・ CSV 形式や XML 形式等によるデータ公開を実施する。 
・ オープンデータ先進都市の事例を参考するとともに、地元民間企業、大学、NPO

等に公共データ活用のニーズ調査を実施し、公開するデータを決定する。 
・ データはホームページに公開する。また、県のカタログサイトや外部サイトへ

の掲載を検討する。 
【オープンデータ推進に向けた産学官民の連携】 
・ しずおかオープンデータ推進協議会の活用（県内産学官民との連携） 
・ 市内大学及びソフト開発関連企業等との調整（市内産学民との連携） 

7 関係法令等  

8 スケジュー

ル（いつ、何

をやるか） 

平成 26 年度～ 
・ 民間･NPO･大学へのニーズ調査 
・ 他都市の公開データ及び活用状況調査 
・ 公開データの収集･編集（職員が対応できるもの） 
・ 市ホームページにてデータ公開 
平成 27 年度 4 月～ 
・ 公開データの編集業務委託 
・ 産学官民を対象としたオープンデータ推進のためのワークショップ  
 

9 他都市等の

参考事例 

静岡県、神奈川県横浜市、福井県鯖江市、千葉県 

具体的内容 
10 過去のレビ

ュー等での審

議経過 

□なし (新
規提案) 
■あり 
□その他 

2014 副市長レビュー（春） 
できるだけ早い時期にオープンデータ化できる実施計画（予算、事

業内容など）を作成し、サマーレビューにて審議する。 



具体的内容 11 サマーレビ

ューで審議、

確認したい事

項 
( 該当項目を□

→■) 

■事業等の 
新規提案 
□既存事業 
の見直し 
□その他 

オープンデータの取り組み及び進め方について 

12 レビューの

論点 
（担当ヒアリングで

確認、実施後記

載) 

【協議事項】 
・オープンデータの取り組み及び進め方について 
 

具体的内容 

13 サマーレビ

ュー結果 
(実施後記載。該

当項目を□→■) 

■提案どおり進める 
□提案内容を一部見

直して進める 
□再度、調査研究等

を行い検討 
□その他 

 

14 その他  

 


